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マツ/すすイセンチュウによるものとみられる松枯れが
この被害を防ぐ一方法として線虫の媒介源
れるマツノげ ラカミキ17を駆除するための薬剤空中
施されている.しかし,薬剤の発ガン性や
の破壊等が指摘され問題となっている.
立木の中での線虫の移動や松組続の変化に
究がなされており,松の生理異常が枯死に
を持つことが報告されている【l:21.
究では,樹木の電気的特性により病虫害の
び程度を評価することを目的としている.今
樹幹表面電位の計測並びに樹体内電位の推定
ついて基礎的な検討を行った.
面電位の計測
計測のための装置構成を図 1に示
加電流源としてはファンクシ]ンシヾェネし-･タを使用し.
弦波を電流電極により印加する.同時に電
より検出された信号波形はサげ けが周波
Zで〟D変換され,ハJJJllLjンtoユータに取込ま
流電極及び電位検出電極の配置を図 2に
電極には径 0.5mm LT)ステンレス針を使用
1人深さは 5mm とする.電位検出電極の間隔
心断面汎定時で 5mm,横断面測定時は約
流電極は,電位検出電極から上
50mmの位置に取付ける.
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図1.計測システムの構成
樹木:トウヒ
a)遠心断面測定時 b)横断面測定時
図2.電極の配置
2-2.樹体内電位分布の推定
樹幹表面電位から樹体内電位分布を推定する方
法として有限要素法を用いる.遠心断面の解析には,
電極を配置した測線 30mm を一一辺とする正三角形
領域を 32の要素(節点 28)に分割し推定する.横断
面の解析には,隣接する電位検出電極間を一辺とす
る正六角形領域を 13の要素(節点 18)に分割する.
内部節点電位の導出には,以下のエネルギー汎関数
13せ 用いて汎関数が最小となるよう各節点の電位¢
を求める.
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2-3.実験方法
実験にはマツ科の トウヒ (樹高70cm)を使用し,
電位検出電極近傍の枝を切ることにより侵害を加え
る.遠心断面の測定には測線上に7点の検出点を設
け,横断面の測定には6点の検出点を設定する.
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遠心断面における電位分布の推定結果を図3に
示す.横軸は測線上に配置した電位検出電極 1か
らの距離を表し.30mm が電極7の位置に対応す
る.縦軸は測線からの深さを示す.切った枝は測線
20mm.左90°の位置にあり.C)の電位差の分布に
おいてその影響と観られる電位変化は確認されなか
った.なお,測線25mm,深さ 0付近の電位変化
は,検出電極 6において観察された樹脂の溶出に
よる接地抵抗の低下によるものと考えられる.
横断面における電位分布の推定結果を図4に示
す.枝を切る前では.検出した中での最大電位差が
0.01VL7)均-な分布を示した.電位検出電極 1より
10mm 上部の枝を切った場合には電極1付近の電
位が下がり.最大電位差は 0.079V となった.次に
電位検出電極 2より10mm 上部の枝を切った場合
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には電極 望の電位が下が哲予最東電位差は 0蘭 島 V
となった.
4.まとめ
樹体内魔位の計測及び推定法に関する基礎的な
実験を行った.その結果,樹幹内部の電気伝導率が
接線方向に比べ擬方向が高いために聖 枝を切ると
いう侵寮に対しては横断面の測定において優位にそ
の変化が捉えやすいことが確認された.
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図3.遠心断面における電位分布
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b)電極 l上部の枝を切った後
図4.横断面における電位分布
ー74-
C1枝を切る前後の電位差(もーa)
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